
　梅雨があけ、町花木のサワフジが見ごろの季節になりました。町内のいたる
ところで、サワフジが開花しています。花の見ごろは6月から8月ごろで、夕方
から夜にかけて白色や淡いピンク色の花が咲き、明け方には散ってしまいま
す。夜空に浮かぶ花火みたいで不思議な魅力がある花です。
　サワフジは沖縄県内で広く呼ばれている名前で「藤

ふじ
のように下向きに垂れ下

がる花を咲かせる」ことが由来です。全国的には「さがりばな」と呼ばれていて、
西原町内では鳩

はと
目
め

銭
せん
（琉球王国時代に使われていた穴の開いているお金）をぶ

ら下げているように見えることから、「銭
ジ ン カ キ ー ギ

掛け木」と呼ぶ地域もあります。

※サワフジを見に行く際は、近隣住民に迷惑がかからないようご配慮お願いします。
※懐中電灯をお持ちください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おすすめサワフジスポット　詳しくはHPで

西原町花木　サワフジ　～花言葉は「幸運が訪れる」～特 集
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綱
引
き
は
、五
穀
豊
穣
、害
虫
駆
除
、ヒ
ー

ゲ
ー
シ
（
火
返
し
）
を
祈
願
す
る
神
事
で
、

集
落
最
大
の
年
中
行
事
で
あ
り
、
旧
暦
の
六

月
二
十
五
日
も
し
く
は
そ
の
後
の
日
曜
日
に

町
内
十
カ
字
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
は
、
小
波
津
の
綱
引
き
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
小
波
津
は
古
い
集
落
で
、
由
緒
あ
る
伝
統

行
事
が
残
っ
て
お
り
、
か
つ
て
は
ク
フ
ァ
チ

タ
ー
ブ
ッ
ク
ヮ
と
呼
ば
れ
る
稲
作
地
帯
で
、
西

原
口
説
に
も
「
タ
ー
ブ
ッ
ク
ヮ
（
た
ん
ぼ
）
前

な
ち
よ
る
小
波
津
村
」
と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
柄
か
ら
、
稲
作
に
由
来

す
る
伝
統
行
事
と
し
て
豊
作
を
祈
願
す
る
綱

引
き
が
戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
稲
の
収
穫
に
感
謝
す
る
六
月
ウ

マ
チ
ー
（
旧
暦
六
月
十
五
日
）
と
ウ
フ
ァ
チ

（
旧
暦
六
月
二
十
五
日
）
の
頃
に
、
五
穀
豊

穣
と
子
孫
繁
栄
を
願
っ
て
ウ
マ
チ
ー
綱
（
子

ど
も
主
体
の
綱
引
き
）
と
ウ
フ
ァ
チ
綱
（
大

人
主
体
の
綱
引
き
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
の
綱
造
り
は
、
住
民
が
作
っ
た
稲
の
わ

ら
を
集
め
て
綱
を
造
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や

が
て
稲
作
が
衰
え
サ
ト
ウ
キ
ビ
作
が
普
及
す

る
と
萱
（
か
や
）
で
代
用
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
現
在
は
金
武
町
伊
芸
区
の
農
家
か
ら
稲
わ

ら
を
購
入
し
、
綱
を
造
っ
て
い
ま
す
。

　
綱
引
き
は
、
綱
を
引
く
前
に
ニ
シ
（
北
）

と
ミ
ー
ジ
マ
（
新
島
）
に
分
れ
、
旗
頭
や
ハ
ジ

リ
棒
（
三
尺
棒
と
六
尺
棒
を
持
っ
た
組
手
）
で

士
気
を
高
揚
し
た
後
、
綱
を
２
回
引
き
ま
す
。

　
最
初
に
ニ
シ
が
勝
て
ば
五
穀
豊
穣
、
ミ
ー

ジ
マ
が
勝
て
ば
地
域
や
子
孫
が
繁
栄
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
士
気
を
高
め
る
旗
頭
は
、
戦
前
の
も
の
は

戦
争
で
焼
失
し
た
た
め
、
戦
後
、
一
九
六
八
年

（
昭
和
四
三
年
）
に
小
波
津
在
住
の
大
城
亀
松

氏
か
ら
二
基
の
旗
頭
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
○
○
○
年
（
平
成
十
二
年
）
に
は
、
旗

頭
の
太
鼓
部
分
を
ア
ル
ミ
で
加
工
し
て
旗
も

新
調
し
、
手
直
し
し
な
が
ら
近
年
ま
で
使
用

し
て
い
ま
し
た
が
、
旗
と
竿
の
損
傷
が
激
し

か
っ
た
た
め
、
令
和
元
年
に
大
人
用
と
子
ど

も
用
の
旗
頭
四
基
を
新
調
し
て
い
ま
す

　
戦
前
の
綱
引
き
で
は
、
婦
人
た
ち
の
気
持

ち
も
高
ま
り
（
チ
ム
ド
ン
ド
ン
）、
負
け
そ

う
に
な
る
と
立
ち
見
し
て
い
る
参
観
者
に
綱

を
引
く
よ
う
に
テ
ー
ビ
ー
（
松
明
）
で
煽
っ

た
り
し
た
た
め
に
、
テ
ー
ビ
ー
の
火
の
粉
で

や
け
ど
を
す
る
人
も
多
か
っ
た
こ
と
や
、
綱

引
き
に
２
回
と
も
負
け
た
方
が
、
そ
の
腹
い

せ
で
喧
嘩
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
綱
引
き
の
勝
負
は
、
最
初
に
勝
っ
た

ら
２
回
目
は
負
け
る
ル
ー
ル
を
決
め
喧
嘩
は

な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
勝
負
に
こ
だ
わ
る
小
波
津
の
綱
引
き
は
、

戦
後
も
引
き
継

が
れ
、
ハ
ジ
リ

棒
や
旗
頭
の
勇

ま
し
い
演
舞
で

士
気
高
揚
と

勝
っ
た
と
き
の

喜
び
を
表
現
し

て
お
り
、
年
に

一
度
、
小
波
津

の
住
民
が
も
っ

と
も
熱
く
な
る

伝
統
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
各
地
域
の
綱
引
き
に
参
加
し
て

「
チ
ム
ド
ン
ド
ン
」
し
て
は
い
か
か
で
し
ょ

う
か
。

　
ち
な
み
に
、
小
波
津
に
立
地
す
る
「
西
原

さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
」
の
建
物
外
観
は
、
綱

引
き
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
り
、
施
設
内
の

西
原
劇
場
に
は
、
小
波
津
の
綱
と
旗
頭
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
綱
引
き
は
幸
せ
を
引
き
寄
せ
、家
庭
円
満
、

子
孫
繁
栄
、
無
病
息
災
の
ご
利
益
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

綱
引
き
（
チ
ナ
ヒ
チ
）

雄綱と雌綱を６尺棒で支える

西原さわふじマルシェ西原劇場
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お
問
い
合
わ
せ 

文
化
課 

文
化
財
係  
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　西原中学校の1学年の総合学習の授業にて「地域から西原町
を学ぶ」をテーマに、農業・工業・商業・平和・歴史・文教の
町の6つの分野について講演が行われました。1組～ 6組の各
クラスにそれぞれの分野に関わりの深い地域の方が講師とな
り、生徒へ講話を行いました。
　商業についての講話を行った（有）池田食品の瑞

ず
慶
け

覧
らん

宏
ひろ

至
し

さ
んは「豆腐屋のネガティブなイメージを変えたかった。試行
錯誤し、移動販売やSNSを使った販売を行うことでイメージ
アップすることにつながっている。豆腐で人生を豊かにした
いため、商品の表記を『豆富』にしている。みんなも目標に向
かって諦めずに頑張り続けてほしい」と話しました。
　各クラスで行われた講演は、後日、生徒が新聞やパワーポイ
ントを作成し、他クラスの生徒へ発表することで、講演内容を
共有しました。

　西原町内の4児童館で活動するファミリークラブ会員のお
母さんたちが、町立4小学校の新一年生の児童のために手作り
のお守りをプレゼントしました。お守りは子どもたちの健全
育成と交通安全を祈願したもので、子どもたちが「無事におう
ちへ帰ってくる」ことを願って、カエルのイラストがデザイン
されています。
　今年度はコロナウイルスの感染拡大防止のため贈呈式は行

わず、各校長先生に渡されました。
　ファミリークラブは「町の子はみ
んなわが子」を合言葉に、児童館を拠
点として、子どもたちの健全育成を
目指して活動しています。

　6月1日から全国一斉
に行われる水道週間に
合わせて、町と町管工
事協同組合（島

しま
袋
ぶくろ

敏
さとし

理
事長）による節水パレー
ドが行われました。水
道に対する理解と関心
を高め、水資源の大切さを呼びかけ
ることを目的として、色鮮やかな装
飾がついた10台の車両が町内を巡
回しました。

　坂田幼稚園
の園児達が西
原町役場内町
民広場にて展
示 さ れ て い
る、西原町平
和資料展の見
学会を行いま
し た。 ま た、
平和への願いを込めて、千羽鶴の寄贈と献花が行われ、園児達
は、真剣な表情で、写真を見ていました。
　西原平和資料展では、沖縄県内41市町村の「非核・反戦」の
宣言についての写真や宣言文が展示されました。

　6月14日から3日間にわたり、西原中
学校の全校生徒にて戦没者の名前読み
上げ追悼式が行われました。
　「平和の礎」に刻まれる西原町出身者

（前西原村）6,290人、一人ひとりの名
前を読み上げることで追悼しました。
　生徒１人につき、10人ほどの名前
の読み上げ、追悼式の様子は各クラスに設置されている電子
黒板とオンラインで限定配信されました。
　3年2組の翁

お
長
なが

優
ゆ

百
も

さんは「読み上げる人の中に亡くなった
時の年齢や場所がわからない人がいて、戦争の悲惨さを実感
しました。亡くなった人達のためにも、平和で幸せな暮らし
を続けることで恩返ししたいです」と平和を願う思いを話し

ました。
　この追悼式は「沖縄『平和の
礎』名前を読み上げる実行委員
会」が主催する平和の礎刻銘者
24万人余りの名前を読み上げ
る活動の一環で行われました。

西原中学校　地域から西原町を学ぶ

 ピカピカの 1 年生　お守り贈呈第64回水道週間スローガン
「大切な　水と一緒に　暮らす日々」

坂田幼稚園　平和についてお勉強

西原中学校　読み上げ追悼で平和
を願う！ 5月18日水

4・5月6月1日水

6月16日木

6月14〜16日

講　師 分野 職業

1組 眞
ま

榮
え

城
しろ

　宏
ひろ

　美
み

 さん 工業 沖縄森永乳業㈱

2組 瑞
ず

慶
け

覧
らん

　宏
ひろ

　至
し

 さん 商業 ㈲池田食品

3組 玉
たま

那
な

覇
は

　敦
あつ

　也
や

 さん 文教の町 西原町役場

4組 山
やま

　田
だ

　浩
ひろ

　久
ひさ

 さん 歴史 西原町役場

5組 与
よ

那
な

覇
は

　　　道
わたる

 さん 平和 西原町役場

6組 比
ひ

　嘉
が

　博
ひろ

　仁
と

 さん 農業 さわふじガーデン
ビレッジ

眞榮城宏美さん（沖縄森永乳業㈱） 比嘉博仁さん（さわふじガーデンビレッジ）
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※広報誌に掲載する写真については、撮影時のみマスクを外しております。

お水を大切に
使おうりん♪


